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1. はじめに 

ITERをはじめとした核燃焼プラズマ装置で

は、膨大なプラズマ熱負荷による壁の損傷を避

けるために、非接触ダイバータプラズマを生成

して熱負荷を低減することが不可欠とされて

いる[1,2]。 

また、大型プラズマ装置の多くはプラズマの

制御や、大規模なデータ収集によるプラズマの

放電特性の把握や最適化のために多点信号モ

ニタリングを行なっている(例:Magnum-PSIに

おけるCODACシステム[3])。 

本研究では、ITERのダイバータにより近い環

境での非接触プラズマの詳細な特性を把握す

るために、直線型プラズマ装置NAGDIS-IIに多

点信号モニタリング環境を構築した。また、発

光強度の各パラメータ依存性を調べた。 

 

2. データロガーの設置 

NAGDIS-IIの放電のリアルタイム収集システ

ムとして、データロガー（HIOKI LR8450）を

設置した。データロガーには、放電電圧・電流、

磁場強度、中性ガス圧力など、モニタリング可

能な実験パラメータを全て入力した（時間分解

能は10 ms）。また、プラズマ状態を評価するた

めの初期段階として、陽極から0.07 mの位置で

の発光強度（350-1100 nm）を同時取得した。 

 

3. 発光強度依存性 

 データロガーの動作確認として、放電電流、

上流中性ガス圧力、上流磁場強度などのパラメ

ータに対する発光強度依存性を調査した。図1

は、データロガーで取得したヘリウムプラズマ

の発光強度をそれぞれのパラメータを横軸と

して示したものである。発光強度の瞬間的な増

加は、ラングミュアプローブの挿入による擾乱

に起因する。放電電流には正の相関関係、上流

中性ガス圧力には負の相関関係が見られた。ま

た、発光強度と上流磁場強度との関係では、パ

ラメータを変化させた範囲内で極大値をとる

ような関係が見られた。 

 講演では、分光計測も含めてヘリウムプラズ

マのより詳細な特性を示し、得られた結果につ

いて議論する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 発光強度の(a)放電電流、(b)上流中性ガス圧

力、および(c)上流磁場強度への依存性 
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